
やまぐち子育て福祉総合センター実績報告 

「保育現場の子ども虐待のサインに気づく」 

～子どもの虐待の早期発見と支援に向けて～ 

日  時 ・・・12 月 8 日（土）13：30 ～15：30  

場  所 ・・・山口市立山口保育園 2 階遊戯室  

講  師 ・・・武庫川女子大学 教授 倉石哲也 先生 

参加人数 ・・・88 名 

講座内容 ・・・ 

 

はじめに 

現在は養育に困難を抱える家庭の増加、家庭基盤の脆弱化により子ども虐待が増加している 

被害者である子どもが、自分で声をあげられないという問題点がある 

   現場の先生、職員が“気づく”ことが大切 

困難を抱える家庭や子どもの支援を考えることは、現場全ての子どもへもつながる 

 

１．子ども虐待の現状 

 ○通告件数の増加と背景 

 ・主な増加原因 

  心理的虐待（面前 DV）の増加→養育環境の注視 

  警察等からの通告の増加 

 ・虐待相談の内容別件数の推移のグラフより 

  身体的虐待、ネグレクト、性的虐待、心理的虐待 

  この内、性的虐待はあがっている数値より実際は０が１つ多い数値になると考えられる 

  発見されにくい虐待だが、保育園では発見されやすい（年齢、性別は関係ない） 

  オムツを替えようとすると驚いたり嫌がったりする子ども 

  トイレに行くのを嫌がる 

  裸になるのを嫌がる 

 ・虐待相談の経路別件数のグラフより 

  児童福祉施設（保育所・認定こども園）からの通告も増えている 

○保育所における児童虐待防止に関するアンケート調査より 

 ・虐待かもしれないと思ったことがある（93％）・ない（7％） 

 ・相談する虐待担当者は決まっている（85％）・決まってない（11％） 

  （所長（園長）・主任が多い） 

 ・決まっていないと答えた方は誰に相談しますか 

 所長（園長）（56％）・副園長（主任）（39％） 

 

 

こういったことに恐怖感を

示す場合は、疑いがあり 



２．保育と虐待の法律 

 ○児童福祉法 

  保育の利用に関する規定 

 ・都道府県の設置する福祉事務所、児童相談所は通告を受けた児童について、保育の利用等が 

  適当であると認める者は、これを都道府県又は市町村の長に報告し、通知すること 

  →虐待を疑われる子どもを在宅で支援する場合、保育所等の児童福祉施設の積極的な利用が 

   市町村の判断で行われるようになりました。 

  →これによって、虐待（の疑い）を理由とした子どもの保育所の利用が法的に位置づけられた 

   ことになります。 

  →市町村は保育所にケースの照会、利用の意図、支援方法を示す必要があります。 

  しかし、実際は・・・ 

   行政、市役所が丸なげ 

   保育所は何が目的でどういう方法で支援すればよいのか分からないという現場もある 

   また、所長のみが知っていて、園の中で情報共有されないこともある 

 ○児童虐待防止法 

 ・この法律では、虐待を明確に定義した上で、国及び地方公共団体の責務として要保護児童対策 

  地域協議会の設置を義務付けています。 

 ・保育士は児童の福祉に携わる専門職として「虐待の早期発見」と「通告」の義務を負っていると    

  定められています。 

 ・（8 条）～前略～「通告を受けたものを市町村に装置すること」「保育の利用等が適当であると 

  認めるものをその保育の利用等に係る都道府県又は市町村の長に報告し、又は通知すること」 

  と定められています。 

    養護施設に入所すると親子分離となるので、子どもは保育園に入所させて、在宅でしっかり 

支えたいというねらいがある 

 ○親権 

 ・「しつけ」のつもりでやっている。と親が虐待行為を自己弁護することがありますが、これは 

  親権の濫用にあたります。 

 ・親権には、子どもを「懲戒」する権利が定められており、この規定が親の弁護に使われてきた 

  経緯があります。  ※「懲戒権」が認められているのは先進国では日本だけ 

 ・親権は、平成 23 年に改定され「子の利益のために」という文言が入りました。 

  これによって子どもが怖がっている、嫌がっている、あるいは（退行している）といった 

  「子の利益に反する」場合には、親権の濫用にあたると法的に解釈できるようになりました。 

 

３．保育所での気づき・発見 

 ○想定の困難さ①（先生が判断できるのか？） 

 ◇エビデンス（証拠の判定） 

 ・傷、不衛生さの判断･･･程度、加害者、反復性 

  ※繰り返しが多い場合は虐待を疑う 



  ※兄弟がやっていたり自分でやったりする場合も繰り返しが多い場合はネグレクトになる 

 ・問題行動への評価･･･神経性不登校・不登園、非行・虞犯行為の要因 

 ・支援者との関係･･･証言と親告の信憑性   

         ･･･虐待の否定、うそ、責任転嫁 

 ・エビデンスの解釈･･･支援者により異なる場合も 

 ○想定の困難さ② 

 ◇組織的認定 

 ・保育所、学校園→管理職の判断（匿名通報可能） 

 ・傷、子どもの様子、親の様子、欠席等 

 ・例：医療現場、院内体制（虐待防止委員会設置） 

 ◇連携と情報共有＜守秘義務の壁とその克服＞ 

 ◇子ども・保護者との信頼関係 

 例）汚かった家が急にきれいになった→だれか、家族以外の人が入ったからきれいになったと考える 

  変化が起きた時は気をつけなくてはならない！ 

 ※医療機関で子ども虐待を見逃さないために 

  一般医療機関における子ども虐待初期対応ガイド 

  挫傷（けが）・熱傷（やけど）の存在部位によって虐待の可能性の高さをみることができる 

  1 つ傷をみつけたら裸にしてみること 

  その時に、子どもによっては 1 人だけ裸にしないなどの配慮が必要 

 ※性的虐待の子どもの絵の特徴 

  自分はしっかり描く 

  性的虐待をする相手は黒で描く(黒く塗りつぶす) 

  母親等守ってくれない人、かまってくれない人の手、足は描かれなかったりひっこめた状態で 

  描かれたりする 

 ○子どもの権利とパターナリズムー躾（仕付け）と虐待― 

  「躾と虐待は全く異なるもので、連続線上にはない」（川崎二三彦） 

   

 ○子どもと保護者にとってのリスクをアセスメントする 

 ◇子どもの兆候 

  ①安定した二者関係が築きにくい 

   場当たり的な甘え･･･はじめて会った人に甘える 

   執拗なためし行動･･･人の嫌がることをして関心を引く 

   愛着行動を起こさない･･･怪我をしても言わないなど困った時に SOS をだせない 

  ②愛着障害＜幼児期→学齢期＞ 

   養育者との関係で、「悪の組織化」がおきる可能性が大 

  

 

 



 ～理由として～  

 ・養育環境で常に親（養育者）に振り回されてきた（恐怖と混沌、予測不能）  

 ・いつ攻撃されるか？いつ構われるか？予測がつかない怯え、不安 

 ・優しくされることの‘怯え’（いつ、攻撃されるか？という不安） 

 ・攻撃されると安心する（予測どおり・・・） 

 ・無秩序型による不安は、やがて、相手を（先に）統制しようとする関係に変わる 

 ・相手が怒ることをわざとする（挑発的行為）ことによって、相手を統制する 

 ・養育者は子どもが用意した‘悪のダンス’に巻きこまれてしまう 

   悪い状態にならされてしまうと良い状態は不安になる。だから、先生に怒られるようにしむける 

   挑発的行動で相手をコントロールする 

 ③非虐待体験の再現（ポストトラウマティック・プレイ･･･傷つき体験を受けた後の遊び） 

 ･･･体験を疑わせる暴力的な遊び、性的遊び 

 ･･･救急車、警察の頻繁な登場 

 ･･･心理的虐待を疑わせる暴言 

 ④安全を守ることが出来ない 

 ･･･危険な遊びを繰り返す 

 ･･･怪我をしても悪びれない 

 ･･･自尊感情の低さが表れている（自分を傷つける自傷行為をする等） 

 

○親・保護者の兆候 

 ・通園状況、通園時の状況、子どもとの関係、保育者との関係 

  保育士が気になる家庭とコミュニケーションをとることが大切 

  しかし、送迎にくる母親と良い関係を築けても、保育園に姿を見せない父親が虐待をしている 

  場合は危険 

 ・就労状況、近隣との関係、本人の状態 

  支援者が保護者の就労等に関心がむき、子どもに目がいかなくなり見落とすことがある 

 ・家族構成の変化（要注意） 

  離婚、再婚（内縁関係） 

  ･･･離婚による生活環境の悪化 

  ･･･再婚による家族関係の変化 

    子どもにとって複雑性トラウマ（傷つき体験）がおきる可能性 

    愛着対象の消失 

    母親が再婚相手を重視 

    子どもに再婚相手との関係を強要（懐かせようとする） 

    子どもの抵抗により、しつけと称した加害が起きる危険性が増す 

 

 

 

いつ怒られるか分からない 

急にいなくなる 



○重要なアセスメント力 保育所で行うアセスメントの意味 

【子どもを守るアセスメント】 

 ・保育者は日常的に子どもと保護者に関わっています 

 ・保育者が子どもや保護者の様子から「何となく気になる」ことは『専門的な気づき』を得ている 

  ことなのです 

 ・「気になる」から「気づき」につながり、「虐待の疑い」を園内で共有することに発展します 

【アセスメントシートの活用】 

 ・厚生労働省が作成したアセスメントシートはあったが、保育者が独自に子どもの見守りをすること 

  ができるアセスメントシートを作成（保育所・幼稚園・こども園・支援センター用） 

 ・“子どもを守るアセスメントシート”は 

  気になる子どもや保護者をより深く理解する、どうやって見守ったら良いかという視点をもつ 

  アセスメントシートを活用して関係機関とやりとりをし、気になる子どもや保護者の具体的な支援

に活かす等、保育の現場で活用できる 

 

○子どもと保護者のケア・支援 

 ①生命の安全 

  保健・衛生、医療的ケア 休息、食事 

 ②安心感・安全感の提供 

  空間利用 人間関係 

 ③自尊感情・自己効力感を高める 

  安定したコミュニケーション 

  多くの職員による安定した関わり 

  本人の波長に合わせる工夫 

  承認や評価を受ける機会の提供 

 ‘役に立つ’‘感謝される体験’の提供 

  ※保育園に入った時に、慣れるまではいろんな人が声をかける方が子どもも保護者も安心感を 

   もちやすい。頼る力や信頼する力が弱い子ども、大人に不信感のある子どもなので、安心安全な

環境で、保育者にていねいにかかわられる体験を通して「愛着を定着させる」ことができる 

 ④視覚支援による配慮 

  ペープサートの利用、一日の流れを視覚的に示す 

 ⑤家庭訪問（多欠、登園しない場合） 

   

○支援関係で起こりやすいトラブル（保護者対応） 

 ＜被害者感情をもっている保護者＞ 

 ・自分の受けた被害の視点からしか理解できない（相手の視点に立てない） 

 ・説明されても、自分が非難されたと理解する 

 ・対立場面で混乱しているので理解できない 

 ・謝罪は自分が納得してからなのですごく時間がかかる 



○なぜ、安定した支援関係が築きにくいのか？ 

 （過去の被支援体験が「役に立っていない」と感じている理由 

 ・困ったことを聞かれるがどう答えていいかわからない 

 →目の前のことをなんとかしてほしい（不快を取り除いてほしい） 

 ・質問されたことに答えるのが大変。自分の発言したことを覚えていない 

 →答えを強要されている 

  等々・・・ 

 

○うまくいったケースでどのように支援したか 

 ＜指示の出し方＞ 

 ・一度にたくさんの指示を出さない（２つまで） 

 ・支持は具体的に 

 ・メモに書いて伝達 

 ＜個別配慮＞ 

 ・落ち着く場所の確保 

 ・声賭けのタイミング 

 ＜面談＞ 

 ・困り感を共有できる 

 ・支援が複数できる 

 

○「相談」と「通告」 

 「相談」･･･原則、市町村対応→支援ベース 

 「通告」･･･原則、児相と市町村の協働対応→介入ベース 

 ＜通告について＞ 

 ・虐待通告は「ためらわない」が原則です。 

 ・保護者との信頼関係が壊れることを躊躇する気持ちが働きます。 

 ・しかし、早期に対応することで、子どもの被害を最小限にできます。 

                 保護者を加害者にせずにすみます。 

                →（保護者を守り、支えるために通告する） 

 ・「対峙」は簡単ではありませんが、子どもと保護者を守る強い意識が必要です。 

 ・園内で決定し、通告は園長等管理職の責任で行います。 

 ・登園しなくなった場合は、保育所にばかり負担がかからないように、関係機関と役割の分担を 

  明確にします。 

 

５．関係機関との協働 

○ 関係機関（通告先）からの連絡・情報不足 

 ・情報提供に対してどう動いたか？ 

 ・通告した後、園ではどのような対応をしたら良いのか教えてほしい  ・・・など 

  
「これとこれをがんばろう！」 

「これはできているよ」等具体的に 

 赤字で書く、イラストでなど 

 伝わりやすくする工夫もいる 



 ○要対協とは？ 

 ＜要保護児童対策地域協議会＞ 

  要保護児童等への適切な支援を図ることを目的に地方公共団体が設置・運営する組織である 

 ・代表者会議（年に一度程度）、実務者会議（２ヶ月に一度程度）、個別ケース検討会議（適宜） 

  等が行われる 

  ①要対協機能の主目的 

  ・ケースマネージメント 

   市町村で虐待が疑われる全ケースを管理する 

   ケースについて関係機関（実務者）で情報を共有する 

   重症度の管理=リスク・アセスメントを実施する 

  ②要対協で何が話し合われているのか？－保育所利用ケース 

   支援方法について 

   関与している（予定される）関係機関について 

   保育所の役割について 

  ※保育所等での対応に行き詰まりを感じる時は、園内で問題を抱え込むのではなく、積極的に 

   要対協や家庭児童相談室などの専門機関に相談することも考えましょう！ 

 

～倉石先生への質問～ 

Q：先生の話を聞きながら、以前自分が対応したケースを思い出していました。上手く対応できた 

  のだろうか？結果、子どもにとって良い対応をとれたのだろうか・・・ 

A：虐待を受けている子どもへの対応は「こうでなければならない」という正解はありませんし、答え 

  も１つではありません。保育士が必要以上に自分を責めたりできなかったと思ったりすることは 

  ありません。１人で抱え込まずに園内外で情報を共有することが大切です。 

 

Q：今年度、園で預かっているお子さんを児相に引き渡したことがありました。怪我をしていたので 

  保護者に連絡した上で、病院を受診、病院から児相への通告ということになりましたが、「どうし    

  て、児相へ連れて行ったのか」と保護者が怒り、恐怖を感じました。児相からは、「何も言っては 

  いけない」と言われていたのでどうして良いか分からずとても困りました。 

A：児相は「何も言ってはいけない」と言っても、それを守らなくてはならないという義務はありませ

ん。「こういう経緯で、お子さんも保護者も守るために・・・」と伝えても良いです。園だけでの

対応で無理がある場合は、市に相談して園に常駐してもらえる人をつけてもらいましょう。 

 

おわりに 

・子どもが怪我をしている時は、他のところにもしている可能性が高いので全身を見ましょう 

 お腹は、腹部の内出血も考えられるので、様子がおかしい時はレントゲンを撮ったほうが良い 

 でしょう。 

・虐待が疑われるお子さんを預かっている場合は、常に緊張感を持ちましょう。 

 児相など関係機関の人の話を鵜呑みにしない。人は、「今、頑張っている」など良いところをみると 

不安なところを見落とすようになります。緊張感がなくなるとアセスメント力が弱くなります。 

 


